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土
肥
の
春
の
花

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は

い
か
が
で
す
か



伊
豆
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　

国
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
12
月
に
『
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
』

と
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
』
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
を
受
け
て
現
在
、『
伊
豆
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
の
骨
子
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
国
の
支
援
を
受
け
、
伊
豆

市
の
人
口
減
少
に
対
応
し
た
、『
し
ご
と
』

を
つ
く
り
、
人
の
流
れ
を
取
り
戻
し
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
活
力
あ
る
将
来
を
築
く

た
め
に
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
く

計
画
づ
く
り
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

伊
豆
市
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
が
進
む
中
、
定
住
促
進
に
向
け

た
魅
力
あ
る
環
境
づ
く
り
や
、
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
中
学
校
の

再
編
成
、
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
な
ど

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
大
な
市
域
を
持
つ
伊
豆
市
に
と
っ
て
、

将
来
に
お
い
て
も
持
続
可
能
な
ま
ち
と
す
る

た
め
に
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
修
善
寺
駅
か

ら
お
お
む
ね
半
径
１
㎞
圏
内
の
市
街
地
エ
リ

ア
に
病
院
、
教
育
、
商
業
な
ど
の
主
要
施
設

で
あ
る
都
市
機
能
を
集
約
し
、
集
合
住
宅
や

住
宅
地
、
都
市
公
園
の
整
備
な
ど
に
よ
る
機

能
の
強
化
を
図
り
、
人
口
の
流
出
の
抑
制
と

流
入
の
促
進
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
周
辺
地
域
で
あ
る
中
伊
豆
、
天

城
湯
ケ
島
、
土
肥
地
区
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

集
落
中
心
拠
点
を
位
置
付
け
、
公
共
交
通

網
や
光
フ
ァ
イ
バ
な
ど
の
情
報
網
を
活
用

し
た
市
街
地
エ
リ
ア
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
強
化
し
、
生
活
機
能
を
維
持
し
な
が

ら
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
進
め
る
『
伊
豆
市
コ

ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
＆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
』

を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
構
想
の
一
環
と
し
て
、
修
善
寺
日

向
地
区
に
新
中
学
校
を
整
備
し
、
新
中
学

校
を
核
と
し
た
新
し
い
こ
ど
も
園
や
公
園

を
含
め
た
定
住
促
進
地
区
の
整
備
を
推
進

す
る
た
め
、
仮
称
で
す
が
、
新
中
学
校
周

辺
整
備
計
画
を
策
定
す
る
予
算
を
新
年
度

予
算
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

地
域
に
根
ざ
し
た
商
工
業
の

　
振
興
に
つ
い
て

　
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
』
が
可

決
成
立
し
、
今
後
、
地
域
間
競
争
が
激
化
し
、

国
民
の
消
費
行
動
や
、
経
営
環
境
が
変
化

す
る
中
、
根
本
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
市
内
経

済
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
進
め
る
組
織
が

必
要
で
あ
り
、『
ひ
と
』、『
も
の
』、『
か
ね
』、

『
情
報
』
を
集
約
し
た
組
織
を
設
立
し
、
困

難
な
課
題
に
取
り
組
む
考
え
で
す
。

　

現
在
『（
仮
称
）
伊
豆
市
産
業
競
争
力
強

化
会
議
』
の
設
立
に
向
け
関
係
者
と
協
議

を
進
め
て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

低
迷
す
る
農
業
へ
の
対
策
と
し
て
、
国

の
農
政
改
革
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
日
本
型

直
接
支
払
制
度
や
、
農
地
中
間
管
理
機
構

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し

て
実
施
し
て
い
る
『
特
別
栽
培
米
推
進
事

業
』
や
集
落
営
農
組
織
、
新
規
就
農
者
の

育
成
に
よ
る
農
地
保
全
と
地
域
農
業
の
活

性
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
策
を
よ
り

効
果
的
に
進
め
る
た
め
、『
地
域
ぐ
る
み
で

実
施
す
る
対
策
』
へ
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
体
制

や
従
事
環
境
の
見
直
し
を
行
な
い
、
有
害

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物
、
生
活
環
境
お

よ
び
自
然
生
態
系
へ
の
被
害
軽
減
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
整
備
に
お
い
て
は
、
国
、
県
の
森
林

整
備
制
度
の
有
効
活
用
を
図
り
、
市
有
林
の

利
用
間
伐
の
推
進
な
ら
び
に
健
全
な
林
業
事

業
体
の
育
成
支
援
を
行
な
い
、
林
業
を
振
興

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
森
林
の
持
つ
多
面
的
機

能
の
増
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
交
流
の
振
興
に
つ
い
て

　

観
光
振
興
に
関
し
ま
し
て
は
、
伊
豆
市

の
特
色
を
生
か
し
た
観
光
誘
客
、
お
よ
び

伊
豆
半
島
の
広
域
連
携
に
よ
る
観
光
誘
客

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
に
は
、
伊
豆
ベ
ロ
ド
ロ
ー

ム
で
『
ア
ジ
ア
自
転
車
選
手
権
大
会
』
の

開
催
が
決
定
、
さ
ら
に
２
０
２
０
年
の
『
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』

の
開
催
を
控
え
、
当
地
を
訪
れ
る
観
光
客

の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
近
隣
市
町
と
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
外
国
人
観
光
客
受
け
入
れ
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、『
修
善
寺
温
泉
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
拠
点
整
備
事
業
』
に
よ
り
、
お

客
さ
ま
が
気
軽
に
、
観
光
や
防
災
情
報
を

利
用
で
き
、
安
心
し
て
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
豆
半
島
全
域
で
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
『
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
』
は
、

平
成
27
年
度
に
修
善
寺
総
合
会
館
へ
の
中

央
拠
点
施
設
の
整
備
が
行
な
わ
れ
、
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
、
本
格
的
な
活

動
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
、
地
域
の
自
然
や
文
化
、
産
業
を
磨

き
上
げ
、
教
育
、
防
災
、
観
光
振
興
と
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
世
界
に
向

け
『
伊
豆
の
素
晴
ら
し
さ
』
を
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
、
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
旧
月
ヶ
瀬

小
学
校
跡
地
に
建
設
予
定
の
『
認
定
こ
ど

も
園
』
と
一
体
と
し
て
建
設
さ
れ
る
、
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
建
設
補
助
金
を
予
算
に

盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
産
後
の
母
子
が
、
助
産
院
に

お
い
て
宿
泊
や
日
帰
り
に
よ
る
ケ
ア
や
相

談
が
で
き
る
『
地
域
少
子
化
対
策
強
化
モ

デ
ル
事
業
』
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

高
齢
者
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
規

事
業
と
し
て
買
い
物
弱
者
対
策
の
『
移
動

販
売
車
購
入
』
に
対
す
る
補
助
金
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
医
療
、
介
護
予
防
、

在
宅
介
護
の
連
携
を
強
化
す
る
体
制
の
整

備
を
目
的
と
し
た
『
在
宅
医
療
連
携
事
業
』

の
検
討
を
進
め
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
利
用
券

に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
範
囲
を
広
げ
、

駿
豆
線
の
利
用
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
対
策
と
し
て
、

社
会
福
祉
課
窓
口
に
相
談
員
を
配
置
し
、

個
別
相
談
、
支
援
計
画
立
案
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て

　

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
12
月
23
日
に
『
伊
豆
の
国

市
・
伊
豆
市
廃
棄
物
処
理
施
設
組
合
設
立

準
備
会
』
を
開
催
し
、
佐
野
区
の
施
設
建

設
同
意
を
踏
ま
え
、
伊
豆
市
佐
野
字
川
久

保
地
内
に
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
１
月
27
日
に
は
、
本
日
配

布
し
ま
し
た
『
広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
に
関
す
る
基
本
協
定
書
』
を
佐
野
区
長

と
伊
豆
市
長
、
伊
豆
の
国
市
長
の
３
者
で

調
印
い
た
し
ま
し
た
。
10
年
来
の
懸
案
事

項
が
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
に

安あ
ん
ど堵
す
る
と
と
も
に
、
佐
野
区
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
建
設
地
の
決
定
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

伊
豆
半
島
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

　
推
進
体
制
に
つ
い
て

　

伊
豆
半
島
７
市
６
町
で
は
、
平
成
25
年

に
『
伊
豆
を
一
つ
に
』
を
テ
ー
マ
に
世
界

か
ら
称
賛
さ
れ
続
け
る
地
域
を
目
指
し
て

『
伊
豆
半
島
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』
を
策
定

し
、
そ
の
推
進
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
か
ら
は
、
伊
豆
半
島
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
と
し

て
『
美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
』
を
設

立
し
、
各
市
町
か
ら
職
員
を
１
人
ず
つ
派

遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
的
な
観
光
事

業
の
取
り
組
み
や
、
世
界
認
定
に
向
け
た

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
業
務
な
ど
を

中
心
に
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

伊
豆
市
の
進
む
べ
き
方
向

　
 

市
長
施
政
方
針

　

２
月
24
日
（
火
）
に
行
な
わ
れ
た
『
平
成
27
年
第
１
回
伊
豆
市
議
会

定
例
会
』
に
お
い
て
、
菊
地
市
長
が
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

問
合
せ
／
秘
書
室
☎
（
72
）
１
１
８
７

１

▲建設地となる佐野地区

▲公衆無線 LAN を整備する修善寺温泉街

▲こども園などを建設予定の旧月ヶ瀬小学校

▲特別栽培米『伊豆の恵』の収穫体験

2

３４

５

６

７

８
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平成 27 年 4 月 1 日から、よ り効率的な行政運営を目指して

   市役所組織 が変わります

部　局　名

総合政策部

総　務　部

市　民　部

課　　名

総合戦略課

秘　書　室

総　務　課

財　務　課

契約検査室

防災安全室

市　民　課

税　務　課

収　納　課

環境衛生課

清掃センター

主　　な　　業　　務

総合計画、地方創生、定住促進、男女共同参画

公共交通、市民協働、都市・国際交流、統計調査

秘書、広報広聴、区長会

行政、人事、文書法規

地域公共ネットワーク、地域情報化

財産管理、財政

契約、検査

防災、消防、防犯、交通安全

戸籍・住民記録、各種証明、パスポート

国民年金、市民相談、消費者保護

市民税・国保税・軽自動車税の賦課、税証明

資産税の賦課

市税・後期高齢・介護保険料の収納管理・徴収・滞納対策

一般廃棄物、環境政策

一般廃棄物の収集および処理

伊豆市の支払い、市税・使用料などの収納

議会、委員会

問　合　せ

☎（72）9873

☎（74）3066

☎（72）1187

☎（72）1111

☎（74）2666

☎（72）1192

☎（72）9866

☎（72）9867

☎（72）9855

☎（72）9858

☎（72）9854

☎（72）9852

☎（72）9853

☎（72）9857

☎（72）0163

☎（72）9865

☎（72）9906

❖本庁（伊豆市小立野 38-2）

会　計　課

議会事務局

部　局　名

産　業　部

課　　名

農林水産課

観　光　課

産業振興課

主　　な　　業　　務

農林水産業振興、自然保護、有害鳥獣対策、
6 次産業化

観光振興、観光施設管理

商工振興、労働行政、産業力強化会議、
しごとプロジェクト（創業支援、企業誘致）

問　合　せ

☎（72）9892

☎（72）9911

☎（72）9910

❖本庁別館（伊豆市小立野 24-1）　より効率的な行政運営やスピードアップを図るため、4 月 1 日（水）から市役所
組織が変わります。ここでは、各部局の業務や電話番号などをお知らせします。

問合せ／総務課☎（72）1111

❖天城湯ケ島支所（伊豆市市山 550）

部　局　名

総　務　部

教　育　部

課　　名

天城湯ケ島支所

天城図書館

主　　な　　業　　務

戸籍・住民記録、各種証明（税証明など）

図書館事業

問　合　せ

☎（85）1111

☎（85）2611

❖中伊豆支所（伊豆市八幡 500-1）

※中伊豆支所 3 階に『伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合』が開設されます。関連記事は P15 に掲載しています。

部　局　名

総　務　部

建　設　部

教　育　部

課　　名

中伊豆支所

用地管理課

都市計画課

建　設　課

上下水道課

教育総務課

学校教育課

社会教育課

中伊豆図書館

主　　な　　業　　務

戸籍・住民記録、各種証明（税証明など）

市道の認定・変更、道路・河川台帳整備・占用、
市営住宅、天城北道路、直轄砂防

国土調査

都市計画、都市政策、都市整備、土地利用

一般土木、農林土木、災害復旧

上水道事業、下水道事業、温泉事業

上下水道料金お客さまセンター

教育委員会運営・人事管理、学校給食、
学校施設管理、放課後児童クラブ

学校教育、学務指導

社会教育、生涯学習、文化振興、文化財保護、
スポーツ振興

図書館事業

問　合　せ

☎（83）1111

☎（83）5204

☎（83）5210

☎（83）5206

☎（83）5200

☎（83）3901

☎（83）3900

☎（83）5470

☎（83）5472

☎（83）5476

☎（83）5208

部　局　名

健康福祉部

教　育　部

課　　名

社会福祉課

保　険　課

こ ど も 課

健康支援課

修善寺図書館

主　　な　　業　　務

高齢者・障がい者支援、地域福祉、生活保護

国保の資格・給付、後期高齢の資格・賦課・給付

介護保険の資格・賦課・給付・認定審査

幼稚園、こども園、保育園、子育て支援

特定健診、後期高齢者健診、がん検診

健康づくり、医療・保健・介護などの相談

母子保健、歯科保健、予防接種

図書館事業

問　合　せ

☎（72）9862

☎（72）9856

☎（74）0150

☎（72）9864

☎（72）9861

☎（72）9860

☎（72）9850

☎（72）9868

❖生きいきプラザ（伊豆市小立野 66-1）

※上記に掲載している清掃センターの所在地は、従来どおり『伊豆市柏久保 68-1』となります。
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❖土肥支所（伊豆市土肥 670-2）

部　局　名

総　務　部

教　育　部

課　　名

土　肥　支　所

土肥図書館

主　　な　　業　　務

戸籍・住民記録、各種証明（税証明など）

図書館事業

問　合　せ

☎（98）1111

☎（98）3109



　平成２７年度一般会計予算は、前年度当初比５億７，１００万円減
（３．５％減）の１５８億８，９００万円となりました。
　これは、修善寺駅周辺整備事業や新し尿処理施設建設事業と
いった大型事業が一段落したことや、地方交付税減額に対応す
るため、新規事業抑制や各種団体への運営費補助金の見直しな
どを積極的に行なったことによるものです。

歳入予算の概要
　市税をはじめ、諸収入、使用料・手数料
など、市が自ら確保することができる収入
である自主財源は、前年度比約5億9910万
円の増額、自主財源比率は5ポイント増の
39.9％となっています。
　一方、国庫支出金や地方交付税など、国
や県から交付される収入である依存財源は、
普通建設事業の抑制に伴う市債の減などに
より、約11億7,009万円の減、歳入に占め
る割合は60.1％となりました。

歳出予算の概要
　経常的経費のうち義務的経費は、人事院勧告
に伴う給料表の改定などにより人件費が増額
となりましたが、起債額の抑制効果や、高利率
借入金の償還終了に伴う公債費の減額などに
より前年度比１億７７４万円の減となりました。
歳出全体に占める義務的経費比率は、３９．７％
で、対前年度比０.７ポイントの増となりました。
　そのほか補助費等が認定こども園建設に対
する補助金や、広域ごみ処理施設建設に係る
一部事務組合への負担金を新たに計上したこ
とから２億９，７７５万円の増、投資的経費は、２
６年度に大型事業が完了したことにより、前年
度比１１億５，０３５万円の大幅減（３４．４％減）
となり、歳出総額の１３．８％となりました。

予算平成27年度 伊豆市

一 般 会 計

153万円

53億3,280万円

3億6,229万円

32億円

1億2,618万円

13億733万円

1億5,511万円

6億7,881万円

6,042万円

2,858万円

27年度予算 内　　　容　　　会　　計　　名

公共用地取得事業特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

水道事業会計（企業会計）

温泉事業特別会計（企業会計）

財産区特別会計（8地区計）

財産貸し付け収入の基金への積み立て

保険給付費など32億6,000万円
後期高齢者支援金など5億9,127万円

静岡県後期高齢者医療広域連合納付金3億5,813万円

居宅介護サービス給付費10億2,675万円
施設介護サービス等給付費13億9,741万円

天城・土肥地区配水管布設・配水池改修5,350万円
市内17施設の簡易水道などの維持管理

管渠工事（修善寺・中伊豆地区）1億円、公債費5億8,285万円

処理場維持管理業務2,103万円、公債費6,880万円

配水施設および水源の維持管理など

土肥地区の温泉施設の維持管理

持越・市山・門野原・吉奈・月ケ瀬・田沢・矢熊・湯ケ島
の各財産区の山林などの維持管理

特別会計・企業会計
　特別会計予算については、総額１０４億８，５２４万円（企業会計・財
産区を除く）を計上しました。主な事業は、下水道事業の修善寺・中伊
豆地区の管渠工事に１億円、簡易水道事業の天城・土肥地区の簡易
水道施設改良工事に５，３５０万円を計上しました。

○認定こども園整備事業補助金 …………… 3億110万円

〇光ファイバ網整備補助事業 ……………… 2億900万円

〇津波避難塔設置工事 …………………… 1億2,600万円

〇学校再編事業………………………………… 9,499万円

〇汚泥再生処理センター運営事業…………… 8,644万円

〇修善寺温泉公衆無線LAN施設整備事業 … 5,120万円

〇ヘリポート整備事業………………………… 4,512万円

〇広域処理施設整備事業負担金 …………… 3,554万円

〇新中学校周辺整備事業 …………………… 2,610万円

〇景観計画策定業務 …………………………… 700万円

〇アジア自転車競技選手権大会事業 ………… 465万円

〇移動販売車購入費補助金 …………………… 200万円

❖当初予算主要事業（一般会計）
❖市債（借金）の状況

会　計　別

一般会計

下水道事業

農業集落排水事業

簡易水道事業

水道事業

合　　　計

　『市債』とは、市の借金のことです。
　市民1人当たり（※）にすると、一般会計
および特別会計を合わせて、その残高は
７０万4,626円となります。

（※）平成２７年２月１日現在の人口３２，９０１人
で計算しています。

  27年度末残高見込み額

１５０億６，４８４万円

５３億４，０９４万円

３億９，８３２万円

６億７，９０１万円

１６億９，９８２万円

２３１億８，２９３万円

かんきょ

歳出総額 158億8,900万円

歳入総額 158億8,900万円

● 問合せ／財務課☎（72）9859

自主財源
６３ 億 ４，６０５ 万 ４ 千円

39.9％

自主財源
６３ 億 ４，６０５ 万 ４ 千円

39.9％

依存財源
９５ 億 ４，２９４ 万 6 千円

60.1％

依存財源
９５ 億 ４，２９４ 万 6 千円

60.1％

市税
４２ 億 ４，９０４ 万 ６ 千円

26.7％

市税
４２ 億 ４，９０４ 万 ６ 千円

26.7％

地方交付税
５２ 億円
32.7％

地方交付税
５２ 億円
32.7％

国庫支出金
１３ 億 １１５ 万 ６ 千円

8.2％

国庫支出金
１３ 億 １１５ 万 ６ 千円

8.2％

地方譲与税
７９６，１００千円

5.2％

繰入金
10 億 6,984 万 7 千円

6.7％

繰入金
10 億 6,984 万 7 千円

6.7％

繰越金
使用料・諸収入など

１０ 億 ２，７１６ 万 １ 千円
6.5％

繰越金
使用料・諸収入など

１０ 億 ２，７１６ 万 １ 千円
6.5％

県支出金
１０ 億 ７，３７９ 万円

6.8％

県支出金
１０ 億 ７，３７９ 万円

6.8％

地方譲与税など
１０ 億 ３，３００ 万円

6.5％

地方譲与税など
１０ 億 ３，３００ 万円

6.5％

義務的経費
６３ 億 ７５６ 万 ８ 千円

39.7％

義務的経費
６３ 億 ７５６ 万 ８ 千円

39.7％

投資的経費
２１億９，８４２万円

13.8％

投資的経費
２１億９，８４２万円

13.8％

その他の経費
２１億３，０９２万１千円

13.4％

その他の経費
２１億３，０９２万１千円

13.4％

扶助費
18 億 4,165 万 6 千円

11.6％

扶助費
18 億 4,165 万 6 千円

11.6％

公債費
13 億 4,000 万円

8.4％

公債費
13 億 4,000 万円

8.4％

補助費等
23 億 5,264 万 8 千円

14.8％

補助費等
23 億 5,264 万 8 千円

14.8％

繰出金
19 億 2,798 万 7 千円

12.1％

繰出金
19 億 2,798 万 7 千円

12.1％

物件費
２８ 億 ４６１ 万 ９ 千円

17.7％

物件費
２８ 億 ４６１ 万 ９ 千円

17.7％

単独事業
１６ 億 ８，２９３ 万 ９ 千円

10.6％

単独事業
１６ 億 ８，２９３ 万 ９ 千円

10.6％

補助事業
４ 億 ６，０１３ 万 ５ 千円

2.9％

補助事業
４ 億 ６，０１３ 万 ５ 千円

2.9％

その他
２ 億 ２９３ 万 ４ 千円

1.3％

その他
２ 億 ２９３ 万 ４ 千円

1.3％

県営事業負担金
５，５３１ 万 5 千円

0.3％

県営事業負担金
５，５３１ 万 5 千円

0.3％

災害復旧費
３ 万 1 千円

0.0％

災害復旧費
３ 万 1 千円

0.0％

市債
9 億 3,500 万円

5.9％

市債
9 億 3,500 万円

5.9％

維持補修費
9,482 万 4 千円

0.6％

維持補修費
9,482 万 4 千円

0.6％

人件費
31 億 2,591 万 2 千円

19.7％

人件費
31 億 2,591 万 2 千円

19.7％

経常的経費
１１５億５，９６５万9千円

72.8％

経常的経費
１１５億５，９６５万9千円

72.8％
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『伊豆市の新しい都市計画』
検討委員会 中間提言

　定住人口の確保に向けた『伊豆市の新しい都市計画』
検討委員会の中間提言が、３月６日（金）、柳

やなぎさわあつし

沢 厚座長
から市長へ手渡されました。来年度はさらに検討を進め、
最終提言を予定しています。
　中間提言の内容は、以下のとおりです。

問合せ／都市計画課☎（83）5206
▲市長に提言書を渡す柳沢 座長（中央）と
伊藤光造 副座長（右）

提言
を受
け

伊豆
市独
自の

新し
い都
市計
画

伊豆市
コンパクトタウン＆
ネットワーク構想

プロジェクト 都市計画の見直し

40 年ぶりの都市計画見直しをスタートします。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

①伊豆市にふさわしいまちづくりや、そのためのプロジェクトを市全体で計画的に
展開するため、都市計画区域を見直します。

②住まい、お店、レストランなどが適切に建てられるように土地の使い方のルール
（線引き）を見直します。

提言
の

3本
柱

将来
像 伊豆市コンパクトタウン＆ネットワーク構想

イメージ図

集落中心拠点
集落中心拠点

集落中心拠点

修善寺地区

バス路線や道路、情報網（光ファイバなど）
バス路線や道路、情報網（光ファイバなど）

土肥地区 中伊豆地区
天城湯ケ島地区

○ 修善寺駅

都市機能集約エリア

総合的なプロジェクトの展開→

バス路線や道路、情報網（光ファイバなど）

構想実現を支える制度
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【見直し内容】
■若者定住促進補助事業の継続と規模拡大
〇平成 28 年度以降に向けて賃貸物件やコンパク

トタウン構想に合った補助施策を検討する。
■人口定住化事業の縮小と事業内容の再検討
〇宅建業者との情報共有における連携を強化する。
〇農政と連携し、耕作放棄地賃借による農業移住

者支援を行なう。ソフト事業を主軸に人件費の
みで事業執行する。

■新たな若者交流施設の設立と運営内容の再検討
〇現施設に代わる新たな若者交流拠点を設置する。
〇人づくりにおける活動拠点として必要と考える

が、運営方法は規模縮小の方向で再検討する。

【見直し内容】
■ 2020 年に開催される東京オリンピック・パラ

リンピック大会を見据えた『サイクルメッカ伊
豆』のブランド創出と事業の集中

〇サイクルスポーツイベントとサイクルツーリズム
に特化し、伊豆半島の新たな観光客誘致につなが
るよう広域連携のネットワークづくりに取り組む。

■類似事業の見直しと再構築
〇類似事業を統合し目的と戦略を再構築する。
〇『生き物ふれあい観察会』は萬城の滝まつり補助

金交付事業と統合する。
■世界ジオパーク認定に向けての重点的取り組み
〇伊豆半島全体の最重要施策として重点的に取り組む。
〇伊豆半島グランドデザイン構想やジオパーク中央

拠点施設の建設も控えていることから、それら
に対応できる人材を確保する。

【見直し内容】
■子育て支援事業の情報提供の充実
〇『子育てガイドブック』を更新する（子育て支

援事業に関係する部署で共同編さん）。
〇幼稚園の利用枠を増やすため、保育園から認定

こども園へ移行する。
■地域での孤立化防止による虐待予防
〇個別通知、電話勧誘、訪問時の声掛けを行なう。
〇子育て支援の教室や支援センターの利用を促進する。
〇事後フォローとして自主グループの発足を支援する。
■放課後児童健全育成事業の充実
〇放課後児童クラブの設置・運営基準の変更によっ

て、利用者の利便性を向上させる（放課後児童
プランの策定に向けて取り組む）。

【見直し内容】
■ ALT による外国語会話教育の継続
〇成果は、児童・生徒のアンケートなどによる数

値的なものと、弁論大会などへの出場による実
践的なものを指標として測る。

■教職員研修および『ことばの教室』の継続
〇専門家や保護者などの意見を

伺いながら継続する（到達目
標を検討）。

施策評価による事業の見直し
　各部署における事業の成果や達成度、即効性を検証する事務事業評価の２次評
価として４つの施策を抽出して評価を行ないました。評価による見直しの内容は
以下のとおりです。

①地域特性を活かした住環境整備の推進
　39 歳以下の人口減少が顕著であるため、若者
世代の定住を目的とした人口減少対策を行なう。

②着地型旅行による観光客誘致の推進
　伊豆市への観光交流人口を増加させ、伊豆市の
産業の振興を図る。

③子育て支援の充実
　子育てに対する不安の解消、保護者が子育てと
仕事を両立しやすい環境を整える。

④時代の変化や今
こんにちてき

日的な課題に対応した
　取り組み
　すべての子どもたちにとって充実した学びの場
となる学校を創造する。

問合せ／総務課☎（72）1111



不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

仕
事
な
ど
で
、
選
挙
期
間
中
に
市
外
に
滞

在
し
て
い
る
人
は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
病
院
や
施
設
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

静
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る
病

院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て

い
る
人
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

■
自
宅
で
の
不
在
者
投
票

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
し
て
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
『
郵
便
等
投
票
証
明
書
』
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
郵
便
な
ど
に
よ
り

自
宅
で
投
票
で
き
ま
す
。

伊
豆
市
で
投
票
で
き
る
人

■
年
齢
要
件

　

平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

■
住
所
要
件

　

平
成
27
年
１
月
２
日
以
前
（
転
入
届
を
出

し
た
日
）
か
ら
伊
豆
市
に
引
き
続
き
住
ん
で

い
る
人
（
住
民
登
録
が
あ
る
人
）

※
平
成
27
年
１
月
３
日
以
降
に
、
県
内
他
市

町
か
ら
転
入
し
た
人
は
転
入
前
の
市
町
で

の
投
票
と
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
県
内

の
市
町
長
が
発
行
す
る
『
引
き
続
き
静
岡

県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
』
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
平
成
27
年
１
月
３
日
以
降
に
、
他
都
道
府

県
か
ら
転
入
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す

　
『
選
挙
公
報
』
を
新
聞
折
り
込
み
で
配
布

し
ま
す
。
届
か
な
い
場
合
は
郵
送
し
ま
す
の

で
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す

■
配
達
予
定
期
間

　

３
月
27
日
（
金
）
～
30
日
（
月
）

　

投
票
日
当
日
に
選
挙
権
を
有
す
る
人
に
は
、

市
外
へ
転
出
さ
れ
た
人
を
除
い
て
『
投
票
所

入
場
券
』
を
発
送
し
ま
す
。

　

何
ら
か
の
事
情
で
投
票
所
入
場
券
が
届
か

な
か
っ
た
場
合
や
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合

な
ど
、
入
場
券
が
な
い
場
合
で
も
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
投
票
日
当
日
に
選
挙
権

を
有
す
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所

受
け
付
け
で
、
そ
の
旨
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

４
月
12
日
（
日
）
は
選
挙
に
行
こ
う
！

　

静
岡
県
議
会
議
員
選
挙

　

こ
こ
で
は
、
選
挙
日
程
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。
あ
な
た
の
大
切
な

１
票
を
県
政
へ
生
か
す
よ
う
必
ず
投
票
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
伊
豆
市
選
挙
管
理
委
員
会
☎
（
72
）
９
８
６
９

❖選挙の主な日程
■ 投票　とき／４月12日（日）７時～20 時
　　　　　　　※土肥地区は７時～19 時。
　　　　 ところ／市内 28 投票所
■ 開票　とき／ 4月12日（日）21 時～
　　　　 ところ／生きいきプラザ

❖期日前投票をご利用ください
　投票日当日に仕事や旅行などで、投票所に行くことができな
い場合に、期日前投票をすることができます。『投票所入場券』
を持参し、お出掛けください。
　なお期日前投票は、お住まいの地域にかかわらず、下記の
いずれの投票所でも投票できます。
■ 本庁投票所（生きいきプラザ）

 とき／４月４日（土）～11日（土）８時 30 分～ 20 時
■ 土肥・天城湯ケ島・中伊豆支所投票所

 とき／４月７日（火）～11日（土）８時 30 分～ 20 時

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
場
合
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
ほ
か
の
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。
そ
の

ほ
か
、
総
合
等
級
に
よ
る
読
み
替
え
に
よ

り
、
減
免
の
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間
／

４
月
20
日
（
月
）
～
５
月
25
日
（
月
）

申
請
場
所
／
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

申
請
に
必
要
な
物
／
①
障
害
者
手
帳
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）、
戦
傷
病
者
手
帳
な
ど

障
が
い
の
程
度
が
分
か
る
も
の

②
運
転
免
許
証　

③
認
め
印　

④
車
検
証

⑤
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

問
合
せ
／
税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
４

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の

　

軽
自
動
車
税
減
免
制
度

4 月から税金の『コンビニ収納』を拡充します
　市では、税金をより便利に納付していただくため、4 月 1 日（水）から

『コンビニ収納』を拡充します。軽自動車税に加え、市県民税など 3 種類
の税金も全国のコンビニエンスストアで納付可能になり、休日・夜間を問
わず 24 時間気軽に納付することができます。

問合せ／収納課☎（72）9853

視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

音声機能障がい

上肢機能障がい

下肢機能障がい

体幹不自由

肝臓機能障がい

知的障がい者

精神障がい者

乳幼児期以前の
非進行性脳病変
による運動機能
障がい

心臓・じん臓・呼吸器・
小腸・ぼうこうまたは
直腸機能障がい	

ヒト免疫不全ウィルス
による免疫機能障がい

上肢

移動

１級～『４級の１』

２級・３級

３級

３級（咽頭摘出に限る） ×

１級～『２級の４』

１級～ 3 級・5 級 １級～３級

１級～２級 ( 一
いちじょうし

上肢を含む )

１級～６級 １級～３級 ( 一
い ち か し

下肢を含む )

１級・３級

１級～３級

１級～３級

障がい程度が『重度（Ａ）』

１級

身体障がい者など
本人が運転する場合

生計同一者または常時
介護者が運転する場合

※戦傷病者手帳をお持ちの人は、税務課にお問い合わせください。

❖減免対象となる障がいの範囲❖

障がい区分

１級～『３級の３』１級～６級

納 付 書 イ メ ー ジ

■ 納付できる税金
市県民税、固定資産税、国民健康保険税、軽自動車税
※手数料は市が負担するためかかりません。
■ 納付できるコンビニエンスストア（50 音順）
〇エブリワン  〇 MMK 設置店  〇くらしハウス
〇ココストア  〇コミュニティ・ストア  〇サークル K
〇サンクス  〇スパー（北海道）  〇スリーエイト
〇スリーエフ  〇生活彩家  〇セイコーマート  〇セーブオン
〇セブンイレブン  〇タイエー  〇デイリーヤマザキ
〇ニューヤマザキデイリーストア  〇長谷川ストア
〇ファミリーマート  〇ポプラ  〇ミニストップ  〇ローソン
〇ローソン100  〇ローソンマート
〇ヤマザキスペシャルパートナーショップ
〇ヤマザキデイリーストアー

■ 注意事項（収納できない納付書）
○納期限の過ぎているもの
○バーコードの印字がないもの
○汚損などによりバーコードが読み取れないもの
○金額を訂正したもの
○納付書１枚当たりの金額が 30 万円を超えるもの
※収納ミスや事故防止のため、領収書とレシートは大

切に保存してください（7 年間）。

バーコードを
汚さないよう

ご注意ください。

2015. 411 2015. 4 10
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2
月
14
日（
土
）、修
善
寺
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
、ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
柔
道
女
子
66
㎏

級
金
メ
ダ
リ
ス
ト（
当
時
は
公
開
競
技
）の
佐さ

さ

き
々
木
光ひ

か
り

さ
ん
を
講
師
に
、柔
道
教
室
が
開
催
さ
れ
、市
内
で
柔

道
を
し
て
い
る
小
中
高
生
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、細
か
い
技
の
指
導
や
試
合
形
式
の『
乱

取
り
』な
ど
が
行
な
わ
れ
、『
乱
取
り
』で
は
、子
ど
も

た
ち
が
佐
々
木
さ
ん
と
組
み
合
い
ま
し
た
。子
ど
も

た
ち
は
、柔
道
の
心
得
を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
指
導

修
善
寺
柔
道
会
40
周
年
記
念
教
室

▲子どもたちの前で技の実演をする佐々木さん

▲約２,０００人が一斉にスタート

市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
集
結

第
８
回
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン

　

2
月
15
日（
日
）、『
第
8
回
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
は『
21
・
７
㎞
コ
ー
ス
』、

『
10
㎞
コ
ー
ス
』、『
３
㎞
コ
ー
ス
』の
３
部
門
あ
り
、

約
３
８
０
０
人
が
伊
豆
市
、伊
豆
の
国
市
、函
南
町
、

三
島
市
に
設
け
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
走
り
ま
し
た
。

　

修
善
寺
駅
北
側
が
ス
タ
ー
ト
地
点
の『
21
・
７
㎞

コ
ー
ス
』で
は
、約
２
千
人
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
富
士

山
に
向
か
っ
て
伊
豆
半
島
を
北
上
し
、ゴ
ー
ル
で
あ
る

三
嶋
大
社
を
目
指
し
ま
し
た
。

第
5
回
ジ
オ
パ
ー
ク
市
民
講
座

▲地図を使って分かりやすく説明する吉川事務局長補佐

　

2
月
21
日（
土
）、生
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
、『
第
5
回
ジ
オ

パ
ー
ク
市
民
講
座
』を
開
講
し
、28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
吉よ
し
か
わ川
馨か
お
る

事
務
局
長
補
佐
に
よ
る
、伊
豆
半
島
の
生
い
立
ち
や

今
後
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
へ
の

道
の
り
な
ど
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た「
日
常

生
活
の
中
に
も
視
点
を
変
え
れ
ば
ジ
オ
パ
ー
ク
を
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」と
話
さ
れ
、参
加
者
は

熱
心
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

本
年
度
の
最
終
回

▲みんなで植えた苗木の前で記念に一枚

思
い
出
の
1
ペ
ー
ジ
に

小
学
生
の
卒
業
記
念
植
樹

　

２
月
20
日
（
金
）、修
善
寺
も
み
じ
林
で
、修
善
寺

地
区
の
小
学
6
年
生
に
よ
る
卒
業
記
念
植
樹
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

ま
ち
づ
く
り
、景
観
づ
く
り
に
携
わ
る
こ
と
を
目
的

に
、平
成
12
年
度
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
１
４
０
人
の
児
童
が
、25
本
の
紅
葉
を
植
樹
し

ま
し
た
。児
童
は
、互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、ス
コ
ッ
プ

で
穴
を
掘
っ
た
り
、苗
木
を
固
定
し
た
り
す
る
な
ど

し
て
、卒
業
前
の
思
い
出
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

▲案内人の解説を熱心に聞く参加者の皆さん（文学散歩）

文
豪
の
足
跡
を
楽
し
む

伊
豆
文
学
ま
つ
り

　

市
で
は
、県
主
催
の『
伊
豆
文
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

の
協
賛
事
業
と
し
て
、1
月
25
日（
日
）に
開
催
さ
れ

た『
あ
す
な
ろ
忌
』を
皮
切
り
に
3
月
8
日（
日
）ま

で
、『
伊
豆
文
学
ま
つ
り
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、湯
ケ
島
地
区
の
有
志
に
よ
る
お
も
て

な
し
、文
学
作
品
特
別
公
開
、文
学
散
歩
、し
ろ
ば
ん

ば
創
作
劇
、地
元
小
中
学
生
に
よ
る
創
作
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
な
ど
を
行
な
い
、『
文
学
の
郷
』を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

国
防
へ
の
決
意
を
胸
に

田
方
地
区
合
同
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会▲市内の入隊予定者（左から、梅原（誠）さん、片衛さん、梅原（翔）さん）

３
月
９
日
（
月
）
、天
城
会
館
で
、『
田
方
地
区
合

同
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会
』を
行
な
い
、伊
豆

市
、伊
豆
の
国
市
、函
南
町
の
入
隊
予
定
者
８
人
が
出

席
し
ま
し
た
。市
内
の
入
隊
予
定
者
は
、梅う
め

原は
ら

誠ま
こ
とさ
ん
、

片か
た

衛え

勇ゆ
う

吾ご

さ
ん
、梅う
め
は
ら原
翔し
ょ
う
た太
さ
ん
の
３
人
で
す
。

式
典
で
は
、市
長
な
ど
が
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し

た
。ま
た
、入
隊
予
定
者
が
抱
負
を
語
り
、梅
原
翔
太

さ
ん
は
、「
家
族
や
友
人
た
ち
に
応
援
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
訓
練
を
頑
張
り
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。



マウスマウス

液晶モニター液晶モニター

キーボードキーボードキーボードキーボード

マウスマウス

ブラウン管
モニター
ブラウン管
モニター

パソコン
本体

パソコン
本体
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お知らせ★市役所へのお問い合わせは、原則 8 時 30 分から17 時 15 分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。

パ
ソ
コ
ン
モ
ニ
タ
ー
の
回
収
を
開
始

　

市
で
は
1
月
か
ら
、
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
ま
で
処
理
で
き

な
か
っ
た
パ
ソ
コ
ン
モ
ニ
タ
ー
（
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
）
の
回
収
を
４
月
か
ら
始
め
ま
す
。

対
象
は
次
の
と
お
り
で
す
。

回
収
方
法
／
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
土
肥
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
『
缶
以
外
の
金
属

の
日
』
に
ご
み
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
（
72
）
０
１
６
３

　
　
　
　
　

ご
み
袋
の
減
免
措
置
（
30
リ
ッ
ト
ル
）

　
次
の
対
象
者
に
は
、
申
請
に
よ
り
一
定

枚
数
の
指
定
ご
み
袋
を
配
布
し
ま
す
。

対
象
・
持
ち
物
／

〇
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

認
め
印
、
伊
豆
市
福
祉
事
務
所
長
押
印

済
み
の
減
免
申
請
書

〇
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
２
～
要
介

護
５
の
認
定
を
受
け
、
紙
お
む
つ
を
使

用
し
て
い
る
在
宅
世
帯

　

認
め
印
、
伊
豆
市
家
族
介
護
支
援
事
業

利
用
決
定
通
知
書
（
介
護
保
険
証
、
民

生
委
員
の
証
明
で
も
可
）

〇
特
別
障
害
者
手
当
受
給
世
帯
や
、
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業
で
ス
ト
マ
用
装
具

や
紙
お
む
つ
の
助
成
を
受
け
て
い
る
身

体
障
が
い
者
（
児
）
の
い
る
世
帯

　

認
め
印
、
特
別
障
害
者
手
当
認
定
通
知
書

（
日
常
生
活
用
具
給
付
決
定
通
知
書
で
も
可
）

※
重
複
し
て
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
手
続
き
／
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
環

境
衛
生
課
、各
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
社
会
福
祉
課
、
健
康
支
援
課
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

『
健
康
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
『
健
康
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
』
と
は
、
伊
豆
市

民
専
用
、
24
時
間
無
料
の
電
話
健
康
相
談

で
す
。
病
気
の
こ
と
や
介
護
の
相
談
な
ど

を
経
験
豊
か
な
相
談
ス
タ
ッ
フ
（
医
師
や
看

護
師
）
が
、
親
切
・
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
緊
急
時
に
限

ら
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
例

〇
病
気
の
詳
し
い
説
明
や
治
療
方
法
、
必

要
な
検
査
に
つ
い
て

〇
薬
の
効
能
や
副
作
用
に
つ
い
て

〇
検
査
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説
明

〇
高
齢
者
の
介
護
方
法
に
つ
い
て

〇
夜
間
・
休
日
に
受
診
で
き
る
医
療
機
関

に
つ
い
て

健
康
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０
（
２
３
５
）
１
２
４

問
合
せ
／
健
康
支
援
課
☎
（
72
）
９
８
６
０

各
種
手
当
額
の
改
正

　

消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
に
伴
い
、
４

月
か
ら
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

　
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

月
額
／

〇
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

１
級
：
5
万
１
１
０
０
円

　

２
級
：
3
万
４
０
３
０
円

〇
特
別
障
害
者
手
当
：
２
万
６
６
２
０
円

〇
障
害
児
福
祉
手
当
：
１
万
４
４
８
０
円

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

■
児
童
扶
養
手
当

月
額
／

〇
全
部
支
給
：
４
万
２
千
円

〇
一
部
支
給
：

　

４
万
１
９
９
９
円
～
９
９
１
０
円

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

病
児
保
育
室
『
う
り
ぼ
う
』

 

「
子
ど
も
の
体
調
が
悪
い
け
れ
ど
、
仕
事

を
休
め
な
い
。
見
て
く
れ
る
人
も
い
な
い
」。

そ
ん
な
と
き
に
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し

ま
す
。
伊
豆
赤
十
字
病
院
の
小
児
科
医
師

や
看
護
師
の
協
力
の
も
と
に
、
隣
接
す
る

保
育
室
で
保
育
を
し
ま
す
。

と
こ
ろ
／
病
児
保
育
室
う
り
ぼ
う

（
小
立
野
36 

︱ 

１
ベ
ル
メ
ゾ
ン
1
階
）

診
察
／

　

利
用
当
日
8
時
30
分
か
ら
伊
豆
赤
十
字

病
院
小
児
科
で
行
な
い
ま
す
。

内
容
／

　

診
察
後
、
保
育
室

で
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
体
調

に
合
わ
せ
て
過
ご
し

ま
す
。

持
ち
物
／
昼
食
、
お
や
つ
、
飲
み
物
、
薬
、

着
替
え
、
オ
ム
ツ
、
保
険
証
な
ど

対
象
児
童
／

満
6
カ
月
～
お
お
む
ね
10
歳
ま
で
の
児
童

対
象
疾
患
／

　

風
邪
、
発
熱
、
水
ぼ
う
そ
う
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
骨
折
な
ど

利
用
時
間
／
平
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）

8
時
30
分
～
18
時

利
用
料
金
（
1
人
1
日
当
た
り
）
／

〇
市
民

　

前
年
度
住
民
税
課
税
世
帯
：
2
千
円
、

　

前
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
：
千
円
、

　

生
活
保
護
世
帯
：
0
円

〇
市
民
以
外

　

２
５
０
０
円

※
市
民
の
利
用
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
み
／
で
き
る
だ
け
前
日
ま
で
に
、
こ

ど
も
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／
病
児
保
育
室
の
案
内
、
利
用
に

必
要
な
書
類
は
、
こ
ど
も
課
、
市
内
の
小

学
校
、
保
育
園
、
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

『
伊
豆
市
伊
豆
の
国
市

廃
棄
物
処
理
施
設
組
合
』
の
設
立

　

伊
豆
市
お
よ
び
伊
豆
の
国
市
で
は
、
伊

豆
市
佐
野
地
内
へ
設
置
す
る
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
に
関
す
る
事
務
を
共
同
で
処
理

す
る
た
め
、『
伊
豆
市
伊
豆
の
国
市
廃
棄
物

処
理
施
設
組
合
』
を
４
月
１
日
（
水
）
に

設
立
し
ま
す
。
今
後
、
施
設
の
計
画
作
成

や
建
設
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、

本
組
合
で
事
務
を
行
な
い
ま
す
。

問
合
せ
／
伊
豆
市
伊
豆
の
国
市
廃
棄
物
処

理
施
設
組
合
事
務
局
（
中
伊
豆
支
所
内
）

☎
（
88
）
４
５
０
０

鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
の

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
実
施

　

市
や
県
で
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
市
内
山
中
で

『
銃
』
や
『
わ
な
』
を
使
用
し
た
捕
獲
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
捕
獲
作
業
は
、
安
全
対

策
に
十
分
配
慮
し
ま
す
が
、
万
一
の
事
故

防
止
の
た
め
、
山
に
入
る
際
は
、
目
立
つ

服
装
や
音
の
出
る
も
の
を
身
に
着
け
る
な

ど
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
捕
獲
従
事
者
は
オ
レ
ン
ジ
色
の

帽
子
と
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、
市
や
県
が
交

付
し
た
腕
章
を
着
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

銃
に
よ
る
捕
獲
を
実
施
す
る
場
合
は
、
付

近
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
補
助
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

店
舗
の
売
り
上
げ
向
上
を
目
的
に
、
市

内
施
工
業
者
に
よ
る
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム

を
行
な
う
場
合
に
、
そ
の
工
事
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
平
成
27

年
度
限
り
な
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
企
業
・
人

〇
市
内
の
既
存
店
舗
に
お
い
て
事
業
を
行

な
っ
て
い
て
当
該
店
舗
を
所
有
し
て
い

る
こ
と

〇
市
内
に
本
社
を
有
す
る
企
業
（
個
人
の

場
合
は
市
民
）
な
ど
で
あ
る
こ
と

〇
直
接
顧
客
と
対
面
す
る
商
売
を
行
な
う

小
売
業
（
製
造
小
売
販
売
業
含
む
）、
飲

食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

※
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
加
盟
小
売

店
、
大
規
模
小
売
店
舗
、
風
俗
営
業
は

対
象
外
で
す
。

補
助
の
条
件
／

〇
１
人
１
店
舗
、
１
人
１
回
限
り

〇
『
売
上
向
上
計
画
』
を
策
定
す
る
こ
と

※
単
な
る
修
繕
は
対
象
外
で
、
店
舗
の
機

能
向
上
が
必
要
で
す
。

〇
補
助
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
間
は
事

業
を
継
続
し
、
店
舗
の
売
却
、
譲
渡
を

行
な
わ
な
い
こ
と

〇
創
業
補
助
金
や
市
か
ら
店
舗
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
伴
う
、
ほ
か
の
補
助
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

〇
交
付
決
定
後
に
着
工
し
、
年
度
内
に
工

事
が
終
了
す
る
こ
と

対
象
工
事
／

　

工
事
費
が
１
０
０
万
円
以
上
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

〇
改
築
、
増
築
、
修
繕
工
事

〇
店
内
、
店
外
設
備
工
事

対
象
費
用
／

〇
直
接
工
事
費

〇
設
備
購
入
費
（
店
舗
運
営
に
関
係
の
な

い
費
用
は
補
助
対
象
外
）

※
店
舗
の
デ
ザ
イ
ン
費
用
は
対
象
外
で
す
。

金
額
／
工
事
費
の
20
％
（
上
限
50
万
円
）

件
数
／
先
着
10
件

申
込
み
／

　

4
月
1
日
（
水
）
か
ら
、
産
業
振
興
課

で
お
申
し
込
み
す
る
か
、
申
込
書
な
ど
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

次
へ
ご
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
４
１
０
︱

２
４
１
３

伊
豆
市
小
立
野
38
︱

２

伊
豆
市
役
所
本
庁
別
館

産
業
振
興
課

問
合
せ
／
産
業
振
興
課
☎
（
88
）
４
３
０
０

お
知
ら
せ

■回収できるモニター
　デスクトップパソコンなどに接続して使用するブラウン管や液晶
などの表示装置。
※ 50㎝以下のモニターについては、『缶以外の金属』として分解

せずに出してください（50㎝を超えるものは粗大ごみ）。
※パソコン本体の回収はできません（周辺機器は可）。

■回収できないモニター
　パソコン本体と一体になっているモニターやタブレット端末、
形状が似ている液晶テレビ、ブラウン管テレビなど。
※パソコンメーカーが回収を行なっています。

タブレット端末 ノートパソコンモニター一体型
パソコン

液晶・ブラウン管
テレビ

▲看護師による診察
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お知らせ
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
・
鉄
道
利
用
券

を
交
付
し
ま
す

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
生

き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
の
実

現
や
日
常
生
活
の
交
通
手
段

を
確
保
す
る
た
め
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
・
バ
ス
・
鉄
道
利
用

券
を
交
付
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線
で
も

利
用
で
き
ま
す
。

対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
、
療
育

手
帳
Ａ
・
Ｂ
、
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か

を
所
持
し
、
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
人

○
昭
和
10
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
、

在
宅
生
活
を
し
て
い
る
人

※
施
設
に
入
所
中
の
人
や
入
院
中
の
人
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
額
／

１
万
２
千
円
（
１
０
０
円
券
１
２
０
枚
）

利
用
期
間
／
申
請
手
続
き

４
月
１
日
（
水
）
～
平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）

申
請
方
法
／

　

社
会
福
祉
課
、
ま
た
は
各
支
所
へ
次
の

①
～
③
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
平
成
27
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
利
用
券

交
付
申
請
書

※
対
象
者
に
は
、
３
月
下
旬
に
申
請
書

を
郵
送
し
ま
し
た
。

②
障
が
い
者
：
障
害
者
手
帳
な
ど

　

高
齢
者
：
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

③
認
め
印

そ
の
他
／

　
『
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
・
鉄
道
利
用
券
』

お
よ
び
『
い
き
い
き
パ
ス
』
は
、
重
複
し

て
申
請
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

新
入
学
（
園
）
児
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
県
民
運
動

　

春
は
入
学
や
進
級
な
ど
、
始
ま
り
の
季

節
で
す
。
希
望
を
胸
に
学
校
へ
向
か
う
子

ど
も
た
ち
が
事
故
に
遭
う
こ
と
な
く
、
安

全
に
登
校
で
き
る
よ
う
、
力
を
合
わ
せ
て

子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
安
全
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
／
４
月
６
日
（
月
）
～
10
日
（
金
）

ス
ロ
ー
ガ
ン
／

『
安
全
を 

つ
な
げ
て
広
げ
て 

事
故
ゼ
ロ
へ
』

運
動
の
重
点
／

新
入
学
（
園
）
児
の
交
通
事
故
防
止

問
合
せ
／
防
災
安
全
室
☎
（
72
）
９
８
６
７

第
11
回
伊
豆
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集
！

　

今
年
も
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。
市
内
を
彩
る
皆
さ
ん
の
花
壇

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
部
門
／

〇
個
人
の
部

〇
地
域
団
体
の
部

〇
学
校
の
部

参
加
対
象
／

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
花
壇
、
花
畑
、

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

○
平
成
27
年
の
春
～
秋
の
花
壇
で
あ
る
こ
と

○
市
内
に
植
栽
さ
れ
て
い
て
、
道
行
く
人
の

目
に
触
れ
る
も
の
（
学
校
の
部
は
除
く
）

申
込
み
／
10
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
、
応

募
用
紙
と
花
壇
の
写
真
を
4
枚
（
左
右
か

ら
花
壇
全
体
を
撮
っ
た
も
の
：
各
１
枚
ず

つ
、
花
壇
を
接
写
し
た
も
の
：
1
枚
、
花

壇
と
そ
の
周
囲
の
景
色
が
分
か
る
も
の
：

1
枚
）
を
農
林
水
産
課
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
推
薦
者
に
よ
る
参
加
の
場
合
は
、
花
壇

の
責
任
者
に
了
承
を
得
て
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ク
ー
ル
の
詳
細
は
、
農
林
水
産
課
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

国
勢
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
未
来
を
つ
く
る

た
め
に
必
要
か
つ
大
切
な
調
査
で
す
。

　

市
で
は
、『
国
勢
調
査
員
』
と
し
て
、
調

査
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
人
を
広

く
募
集
し
て
い
ま
す
。

調
査
期
間
／
8
月
下
旬
～
10
月
中
旬

仕
事
の
流
れ
／

①
説
明
会
に
参
加
（
8
月
下
旬
ご
ろ
予
定
）

②
担
当
す
る
地
域
の
確
認

③
調
査
世
帯
へ
の
説
明
と
調
査
関
係
書
類

　

の
配
布

④
調
査
票
の
回
収

⑤
調
査
票
の
整
理
と
提
出

対
象
／
20
歳
以
上
で
、
税
務
、
警
察
、
選

挙
に
直
接
関
係
の
な
い
人

待
遇
／

　

調
査
活
動
に
従
事
し
た
対
価
と
し
て
報

酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
報
酬
は
、
２
万
円

か
ら
４
万
円
程
度
で
す
（
受
け
持
ち
件
数

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

※
応
募
人
数
が
多
い
場
合
は
、
希
望
に
そ

え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
総
合
戦
略
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

伊
豆
市
交
流
協
会
の
会
員
を
募
集
中
！

　

伊
豆
市
交
流
協
会
で
は
、
国
際
交
流
、

姉
妹
都
市
交
流
に
興
味
が
あ
る
人
の
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

語
学
教
室
や
世
界
の
料
理
教
室
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
活
動
の
様
子
が
分
か

る
協
会
だ
よ
り
も
発
行
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
／

　

交
流
協
会
事
務
局
で
お
申
し
込
み
す
る

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
き
、
交
流
協
会
事

務
局
へ
持
参
ま
た
は
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
交
流
協
会
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
４
１
０ 

︱ 

２
４
１
３

伊
豆
市
小
立
野
38 

︱ 

２

伊
豆
市
役
所

伊
豆
市
交
流
協
会
事
務
局（
総
合
戦
略
課
内
）

☎
（
74
）
３
０
６
６

E-m
ail kouryu@

city.izu.shizuoka.jp

問
合
せ
／
総
合
戦
略
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

募

　
　集

21
時
台
発
の
便
利
な
最
終
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

市
内
バ
ス
事
業
者
で
は
、

夜
間
の
路
線
バ
ス
運
行
の
要

望
を
受
け
、
修
善
寺
駅
発
の

21
時
台
の
最
終
バ
ス
を
次
の

と
お
り
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
、
塾
帰
り
の
中
高
生
や
、
仕
事

な
ど
で
帰
宅
時
間
が
遅
く
な
る
際
に
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

運
行
ダ
イ
ヤ
／

〇
土
肥
方
面

　

21
時
５
分
修
善
寺
駅
発 

松
崎
行
き

〇
天
城
湯
ケ
島
方
面

　

21
時
20
分
修
善
寺
駅
発 

湯
ケ
島
駅
行
き

〇
中
伊
豆
方
面

　

21
時
８
分
修
善
寺
駅
発 

筏
場
行
き

　

※
土
日
・
祝
日
は
運
休
で
す
。

問
合
せ
／
総
合
戦
略
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

バ
ス
へ
の
お
得
な
補
助
の
ご
案
内

■
高
校
生
の
バ
ス
通
学
補
助

　

市
で
は
、
高
等
学
校
な
ど
へ
バ
ス
を
利

用
し
て
通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
の
負
担

軽
減
と
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
通
学
定
期
券
購
入
費
用
の

補
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
／

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
生
徒
、
ま
た
は

そ
の
保
護
者

〇
高
等
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る
人

〇
伊
豆
市
に
住
所
を
有
す
る
人

〇
中
学
校
卒
業
後
３
年
以
内
の
人

　

※
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
延
長

　
　

が
可
能
で
す
。

助
成
額
／

　

通
学
定
期
券
の
購
入
費
用
か
ら
片
道

２
０
０
円
の
通
学
定
期
代
相
当
額
を
差
し

引
い
た
額
の
３
分
の
２ 

（
１
０
０
円
未
満

の
端
数
切
り
捨
て
）

※
片
道
２
０
０
円
以
下
の
区
間
の
定
期
券

　

は
対
象
外
で
す
。

（
例
）
修
善
寺
駅
～
土
肥
温
泉
の
『
通
学
ウ
ィ
ー

ク
デ
ー
４
カ
月
定
期
』 

９
万
９
４
１
０
円

を
購
入
し
た
場
合

　
　
（
定
期
代
９
万
９
４
１
０
円
︱ 

２
０
０
円
区

間
定
期
代
２
万
７
５
０
円
）
×
2
／
3

　
　

＝
５
万
２
４
０
０
円
の
補
助

定
期
券
の
種
類
／
１
カ
月
、
３
カ
月
、
４

カ
月
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

〇
『
通
学
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
定
期
券
』

利
用
対
象
日
：
月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
も
利
用
可
）

※ 

土
・
日
曜
日
は
『
通
学
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー

定
期
券
』
所
持
者
が
定
期
券
通
用
区
間

を
利
用
す
る
場
合
に
限
り
、
1
乗
車
に

つ
き
現
金
１
０
０
円
と
定
期
券
の
提
示

で
ご
乗
車
い
た
だ
け
ま
す
。

〇
通
常
の
通
学
定
期
券

　

利
用
対
象
日
：
全
日

補
助
要
件
／

　

市
内
の
乗
り
合
い
バ
ス
事
業
者
が
発
券

す
る
通
学
定
期
券
で
、
居
住
地
の
最
寄
り
の

バ
ス
停
か
ら
、
生
徒
が
通
学
す
る
高
等
学
校

の
最
寄
り
の
バ
ス
停
、
ま
た
は
駅
ま
で
の
区

間
に
お
い
て
、
実
際
利
用
す
る
区
間
の
も
の

※
片
道
通
学
定
期
券
も
補
助
対
象
で
す
。

申
込
み
／

　

次
の
バ
ス
案
内
所
へ
生
徒
が
市
民
で
あ

る
こ
と
、
お
よ
び
高
等
学
校
な
ど
に
在
籍

し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
学
生
証

や
合
格
証
明
書
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
補
助
金
相
当
額
を
差
し
引
い
た
金

額
で
通
学
定
期
券
を
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※ 

市
役
所
へ
の
提
出
書
類
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
70
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
向
け
た

　『
い
き
い
き
パ
ス
』
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
市
内
路
線
1
乗
車
１
０
０
円

で
乗
る
こ
と
が
で
き
る
『
い
き
い
き
パ
ス
』

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

対
象
／

昭
和
20
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

料
金
／

〇
３
カ
月
券
：
５
千
円

〇
６
カ
月
券
：
９
千
円

〇
１
年
券
：
１
万
３
５
０
０
円

利
用
方
法
／

　

降
り
る
と
き
に
『
い
き
い
き
パ
ス
』
を

乗
務
員
に
提
示
し
、
現
金
１
０
０
円
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
み
／

　

次
の
バ
ス
案
内
所
へ
申
込
者
本
人
が
、

顔
写
真
（
カ
ラ
ー
）
２
枚
（
縦
３
㎝
×
横

２
・
４
㎝
）
と
身
分
証
明
書
（
保
険
証
な
ど
）、

料
金
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
写
真
は
ス

ナ
ッ
プ
写
真
で
構
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
／

〇
紛
失
し
た
場
合
、
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

〇
購
入
後
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
『
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
・
鉄
道
利
用

券
』
や
、
ほ
か
の
割
引
制
度
と
の
併
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
バ
ス
案
内
所

〇
東
海
バ
ス

　
（
通
学
補
助
、『
生
き
い
き
パ
ス
』
ど
ち

　

ら
も
可
）

　

・
修
善
寺
事
業
所
（
年
川
）

　
　

営
業
時
間
：
９
時
～
16
時
30
分
（
無
休
）

　

・
修
善
寺
駅
前
案
内
所	

　
　

営
業
時
間
：
８
時
～
17
時
（
無
休
）

　

・
湯
ケ
島
案
内
所
（
天
城
会
館
内
）

　
　

営
業
時
間
：
９
時
～
17
時
（
火
曜
定
休
）

　

・
土
肥
案
内
所
（
松
原
公
園
内
）

　
　

営
業
時
間
：
９
時
～
17
時
（
火
曜
定
休
）

〇
伊
豆
箱
根
バ
ス

　
（『
い
き
い
き
パ
ス
』
の
み
）

　

・
修
善
寺
駅
改
札

　
　

営
業
時
間
：
５
時
30
分
～
23
時
30
分

　
　
（
無
休
）

問
合
せ
／
総
合
戦
略
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

皆さんのご利用を
お待ちしています！
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お知らせお知らせ

編
集
後
記

▼
毎
年
恒
例
の
広
報
紙
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
今
月
号
か
ら
新
し
い
ペ
ー
ジ
構
成
と

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
毎
月
掲
載
し
て
い

た
コ
ー
ナ
ー
記
事
（『
夢
に
き
ら
め
け 

わ

れ
ら
伊
豆
っ
子
』、『
と
も
だ
ち
い
っ
ぱ

い
』
な
ど
）
を
隔
月
掲
載
と
し
て
、
市
の

お
知
ら
せ
記
事
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
『
広
報
い
ず
』
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
今
月
号
か
ら
、
新
コ
ー
ナ
ー
『
伊
豆
市

の
魅
力
再
発
見
』
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
コ
ー
ナ
ー
は
、
表
紙
と
お
知
ら
せ
を

使
っ
て
、
伊
豆
市
の
特
産
品
や
工
芸
品
、

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
広
報
担

当
自
ら
が
伊
豆
市
の
魅
力
を
調
べ
て
、
旬

の
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
届
け
し
ま

す
。
ぜ
ひ
伊
豆
市
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
、

行
っ
て
み
た
り
、
買
っ
て
み
た
り
、
食
べ

て
み
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

伊豆市の人口
（平成27年3月1日現在）

　　男：15,697人（－25）

　　女：17,138人（－41）

　　計：32,835人（－66）

世帯数：13,394世帯（－18）

※（　）内は前月比
西

　正式名称は『伊豆市食肉加工センター』といい、野生のシカとイノシ
シを食肉に加工する市営の施設です。愛称として『イズシカ問屋』と呼
ばれています。近年急激に増加したシカ・イノシシは、農作物を食い荒
らし、その被害は１億円以上と推定されています。
　シカ・イノシシ被害に対して、市内では3,000頭を捕獲していました
が、多くは山へと埋められていました。そこで、命あった動物を最大限
に有効利用することが大切であると考え、平成23年4月に『イズシカ問
屋』を稼働しました。今年で稼働
から5年目を迎え、市民の皆さん
にあらためて『イズシカ・イズシ
シ』を知っていただくため、この
コーナーで紹介していきます。よ
ろしくお願いします。

　正式名称は『伊豆市食肉加工センター』といい、野生のシカとイノシ
シを食肉に加工する市営の施設です。愛称として『イズシカ問屋』と呼
ばれています。近年急激に増加したシカ・イノシシは、農作物を食い荒
らし、その被害は１億円以上と推定されています。
　シカ・イノシシ被害に対して、市内では3,000頭を捕獲していました
が、多くは山へと埋められていました。そこで、命あった動物を最大限
に有効利用することが大切であると考え、平成23年4月に『イズシカ問
屋』を稼働しました。今年で稼働
から5年目を迎え、市民の皆さん
にあらためて『イズシカ・イズシ
シ』を知っていただくため、この
コーナーで紹介していきます。よ
ろしくお願いします。問合せ／農林水産課☎（72）9895

（平成27年2月末現在）

◉イズシカ問屋とは？

■
土
肥
の
特
産
！
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
土
肥
で
は
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
が

盛
ん
で
、
最
盛
期
に
は
、
30
軒
以
上
の
農

家
が
栽
培
を
し
て
い
ま
し
た
。冬
で
も
霜

が
降
り
な
い
暖
か
い
気
候
を
生
か
し
、
戦

後
間
も
な
く
露
地
栽
培
が
盛
ん
に
な
り

ま
し
た
。現
在
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
が
主
流

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
土
肥
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は

品
質
が
良
く
、
取
材
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
金
刺
さ
ん
の
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
２
月
に
沼
津

市
で
開
催
さ
れ
た
『
静
岡
県
花

の
展
覧
会
』で
銅
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

■
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力

　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
種
類
が
豊
富
で
、

３
０
０
種
以
上
も
あ
り
ま
す
。金
刺
さ
ん

の
ハ
ウ
ス
で
は
、
７
種
類
も
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
栽
培
を

さ
れ
て
お
り
、切
り

花
で
も
、花
を
咲
か

せ
る
期
間
が
長
い

の
が
特
徴
で
す
。

■
５
月
10
日（
日
）は
、『
母
の
日
』

　
土
肥
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
主
に
埼

玉
県
に
出
荷
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
内

で
も
、
特
産
市
『
あ
り
が
と
う
』
や
農
の

駅
伊
豆
な
ど
の
直
売
所
で
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、恋
人
岬
の
イ
ベ
ン

ト
で
配
ら
れ
た
り
、
地
元
の
こ
ど
も
園
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
土
肥
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
『
母
の

日
』に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　『
母
の
日
』を
過
ぎ
る
と
、
金
刺
さ
ん
の

ハ
ウ
ス
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
狩
り
や
引

き
抜
き
体
験
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

カーネーション

温
暖
な
気
候
が
育
ん
だ
美
し
い
花

温
暖
な
気
候
が
育
ん
だ
美
し
い
花

カーネーション農家／

金刺 公剛さん（八木沢）
かねざしきみよし

54頭
(先月比－8頭）

シカ イノシシ
9頭

(先月比－1頭）

シカ・イノシシの搬入頭数

木

第
16
回
静
岡
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

『
わ
か
ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
』

参
加
者
募
集

と
き
／
８
月
30
日
（
日
）
～
10
月
４
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
草
薙
総
合
運
動
場
な
ど

※
各
種
競
技
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

実
施
競
技
／

〇
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
陸
上
競
技
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
卓
球
、

水
泳
、
車
い
す
ダ
ン
ス
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

〇
知
的
・
精
神
障
が
い

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

〇
身
体
障
が
い

電
動
車
車
い
す
サ
ッ
カ
ー
、

グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

車
い
す
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

〇
知
的
障
が
い

フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

申
込
み
／
４
月
13
日
（
月
）
か
ら
５
月
15

日
（
金
）
ま
で
に
、
個
人
競
技
は
社
会
福
祉

課
へ
、
団
体
競
技
は
（
公
財
）
静
岡
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

（
公
財
）
静
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
０
０
６
２

狩
野
ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で

健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か

■
初
心
者
講
習
会
（
要
申
し
込
み
）

　

講
習
を
受
け
た
人
に
『
利
用
者
証
』
を

発
行
し
ま
す
。
次
回
か
ら
１
０
０
円
（
市

外
者
２
０
０
円
）
で
利
用
で
き
ま
す
。

と
き
／

４
月
13
日
（
月
）
10
時
～
、

20
日
（
月
）
19
時
～

対
象
／
高
校
生
以
上

定
員
／
先
着
30
人

受
講
料
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
み
／

事
前
に
狩
野
ド
ー
ム
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習（
申
し
込
み
不
要
）

　

自
分
に
あ
っ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
で
、
理

想
の
体
づ
く
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

と
き
／

４
月
17
日
（
金
）
9
時
30
分
～
12
時
、

22
日
（
水
）
18
時
～
21
時

対
象
／
初
心
者
講
習
を
受
講
し
た
人

受
講
料
／
無
料

※
別
途
、
施
設
利
用
料
が
掛
か
り
ま
す
。

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る
服
装

内
容
／
機
器
の
説
明
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
相
談

問
合
せ
／
狩
野
ド
ー
ム
☎
（
87
）
１
６
１
１

春
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
in
虹
の
郷

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
コ
マ
図
と
呼
ば

れ
る
地
図
を
頼
り
に
、
ク
イ
ズ
や
課
題
を

解
決
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
野
外
ゲ

ー
ム
で
す
。
２
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
4
月
26
日
（
土
）
９
時
～

と
こ
ろ
／
修
善
寺
虹
の
郷

申
込
み
／
前
日
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

石
し ゃ く な げ

楠花まつり
　昭和の森会館に隣接する天城グリーンガーデンには天城シャ
クナゲや西洋シャクナゲ 500 種、1 万 3 千本があります。その
魅力と天城ならではの新緑を楽しんでください。
　また、伊豆文学と伊豆半島ジオパークの魅力を知っていただ
くため、さまざまなイベントを開催します。
とき／
4 月 25 日（土）～ 5 月 10 日（日）
8 時 30 分～ 16 時 30 分
ところ／昭和の森会館
内容／
〇石楠花まつりスタンプラリー
〇木工づくり体験
　（5 月 3 日（日）、4 日（月・祝））
〇ジオ＆伊豆文学クイズ
〇シャクナゲの販売
〇八丁池トレッキングガイドツアー
　（4 月 26 日（日）、5 月 5 日（火・祝））

※ 1 週間前までに昭和の森会館へ電話、またはＦＡＸでお申
し込みください。

問合せ／
昭和の森会館 ☎（85）1110
ＦＡＸ（85）0668

皆さんの参加を
お待ちしています！
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＊健康支援課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

試してクッキング！試してクッキング！

メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会

＊基本の『だし』でおいしく調理＊

～本年度の料理のテーマは『だし』！～～本年度の料理のテーマは『だし』！～

春の香りのおみそ汁春の香りのおみそ汁

1人分
栄養価

◇エネルギー…29kcal　◇タンパク質…2.8g
◇脂質…0.7g  ◇食塩…1.1g

 『だし』をきかせた料理は、薄味でもおいしく、素材の味を楽しむ
ことができます。
　平成27年度は『だし』をテーマに、おいしい減塩料理をご紹介し
ます。まずは、毎日食卓にあがるみそ汁から減塩を始めてみません
か。みそ汁は具だくさんにすることで、汁が少なく、より減塩につ
ながります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康支援課

広報いずは、
古紙パルプ配合の再生紙を使用しています。

材　料　（4人分）　 作　り　方

①水を沸騰させ、カツオ節を入
れてすぐに火を止め、カツオ
節が沈むまで待つ。
②カツオ節が沈んだら、アクを
とり、静かにこして、だし汁を
作る。
③菜の花は色よくゆで、水気を
きって食べやすい長さに切
る。ゆでたタケノコは縦に4
つ割りにする。シイタケは
1/2に切る。
④②とタケノコとシイタケを鍋
に入れ、シイタケが煮えたら、
火を弱めてみそを加える。
⑤おわんに盛り付け、花ふと菜
の花をあしらう。

◆水 …………… １,０００ｍｌ
◆カツオ節……………４０ｇ
◆菜の花………………6０ｇ
◆タケノコ……………6０ｇ
◆花ふ…………………8枚　
◆みそ……………大さじ２
◆生シイタケ…………2枚
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＊健康支援課＊
澤田 柚姫ちゃん

　    さわだ   ゆずき

（柏久保）

山崎 楓ちゃん
       やまざき かえで　　

（湯ケ島
）

下村 彩寧ちゃん

　  しもむら あやね　　　

（上白岩）

荻原 大河ちゃん

      おぎはら  たいが

（牧之郷）
海

老名 洸祐ちゃん
   　

え  び  な   こうすけ　　　

（原保）

久保田 仁太ちゃん

（青羽根）

八木 杏梨ちゃん

        や ぎ     あんり

（熊坂）

浅田 幸大ちゃん

       あさだ こうだい　　

（市山）

土屋 羽音ちゃん

　    つちや　はのん  

（牧之郷）

土屋 桜ちゃん
          つちや さくら　

（牧之郷
）

　    く ぼ た    じ ん　

2015. 4 20
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